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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子シャッタ機能における高速シャッタによる静止画像の記録が可能な電子内視鏡装置
に用いられる光源装置であって、
　被写体を照明するための照明光を出射する光源と、
　前記照明光の光量を調整する光量調整手段と、
　静止画像の記録時に被写体に照射すべき前記照明光の光量であるフリーズ光量を、前記
照明光の光量を調整するために記憶しておく光量記憶手段と、
　被写体に照射された前記照明光の光量を検出する光量検出手段とを備え、
　前記光量調整手段が、静止画像の記録時に、前記照明光の光量を前記フリーズ光量とし
、
　前記光量調整手段が、静止画像の記録のために、前記光量検出手段が検出した動画像の
観察時における前記照明光の光量と前記フリーズ光量との差分だけ、前記照明光の光量を
増加させ、
　前記光量検出手段が、前記照明光の光路上に配置され、前記照明光の一部を反射させて
光センサに入射させるための分光手段としてハーフミラーを備え、前記照明光のうち前記
光センサに入射させた残りの光を電子内視鏡スコープのライトガイド入射端に導くことを
特徴とする光源装置。
【請求項２】
　前記光量調整手段が、前記光源の出力を制御することによって前記照明光の光強度を調
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整することを特徴とする請求項１に記載の光源装置。
【請求項３】
　電子シャッタ機能における高速シャッタによる静止画像の記録が可能な電子内視鏡装置
であって、
　被写体を照明するための照明光を出射する光源と、
　前記照明光の光量を調整する光量調整手段と、
　静止画像の記録時に被写体に照射すべき前記照明光の光量であるフリーズ光量を、前記
照明光の光量を調整するために記憶しておく光量記憶手段と、
　被写体に照射された前記照明光の光量を検出する光量検出手段とを備え、
　前記光量調整手段が、静止画像の記録時に、前記照明光の光量を前記フリーズ光量とし
、
　前記光量調整手段が、静止画像の記録のために、前記光量検出手段が検出した動画像の
観察時における前記照明光の光量と前記フリーズ光量との差分だけ、前記照明光の光量を
増加させ、
　前記光量検出手段が、前記照明光の光路上に配置され、前記照明光の一部を反射させて
光センサに入射させるための分光手段としてハーフミラーを備え、前記照明光のうち前記
光センサに入射させた残りの光を電子内視鏡スコープのライトガイド入射端に導くことを
特徴とする電子内視鏡装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源装置及び電子内視鏡装置に関し、特に、電子内視鏡装置に使用可能な光
源装置と、電子シャッタ機能を備えた電子内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置は、一般に、被写体である体内組織を照明するための光源等を備えたプ
ロセッサと、撮像素子を備えたビデオスコープにより構成される。光源からの照明光は、
ビデオスコープ内に挿通されたライトガイドを介して、ビデオスコープの先端部から被写
体に照射される。そして、撮像素子によって得られた画像信号がプロセッサに送信され、
プロセッサにおいて画像信号に所定の処理が施されることにより、被写体像がモニタに表
示される。
【０００３】
　また、電子内視鏡装置が電子シャッタ機能を備えている場合、この電子シャッタ機能に
おける高速シャッタを用いて静止画像を撮像することが知られている。一般に、電子シャ
ッタ機能を利用する場合には、シャッタ速度を速めてぶれが抑制された静止画像を得る時
に、調光用の絞りを開いて照明光の光量を増加させる（例えば特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－３０５００５号公報（図５、図６）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電子シャッタ機能における高速シャッタによる静止画像の記録を行なう場合、動画像と
同等の明るさ（輝度）の静止画像を得るためには、高速シャッタに対応した短い露光時間
内に十分な電荷が蓄積される必要がある。この時、照明光の光量が必要以上に増加すると
、ハレーションが発生する可能性が高くなり、また、照明光を被写体に照射するビデオス
コープの先端部の高温化を招く場合がある。
【０００５】
　本発明は、照明光の光量を制御することにより、静止画像の記録時に十分な輝度を確保
するとともに、ハレーションの発生を防止可能な内視鏡用光源装置、及び電子内視鏡装置
を実現することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の光源装置は、電子シャッタ機能における高速シャッタによる静止画像の記録が
可能な電子内視鏡装置に用いられる。光源装置は、被写体を照明するための照明光を出射
する光源と、照明光の光量を調整する光量調整手段と、静止画像の記録時に被写体に照射
すべき照明光の光量であるフリーズ光量を、照明光の光量を調整するために記憶しておく
光量記憶手段とを備えている。そして、光量調整手段は、静止画像の記録時に、照明光の
光量をフリーズ光量とすることが好ましい。
【０００７】
　また、光源装置は、被写体に照射された照明光の光量を検出する光量検出手段をさらに
有することが好ましく、この場合、光量調整手段は、静止画像の記録のために、光量検出
手段が検出した動画像の観察時における照明光の光量とフリーズ光量との差分だけ、照明
光の光量を増加させる。
【０００８】
　光量検出手段は、照明光の一部を受光する光センサを含むことが好ましく、さらに、照
明光の一部を光センサに入射させるための分光手段を有することがより好ましい。また、
光量調整手段は、光源の出力を制御することによって照明光の光強度を調整することが望
ましい。
【０００９】
　本発明の電子内視鏡装置は、電子シャッタ機能における高速シャッタによる静止画像の
記録が可能であって、被写体を照明するための照明光を出射する光源と、照明光の光量を
調整する光量調整手段と、静止画像の記録時に被写体に照射すべき照明光の光量であるフ
リーズ光量を、照明光の光量を調整するために記憶しておく光量記憶手段とを備える。そ
して、光量調整手段は、静止画像の記録時に照明光の光量がフリーズ光量となるように、
光量を調整することが好ましい。
【００１０】
　電子内視鏡装置は、例えば、被写体に照射された照明光の光量を検出する光量検出手段
をさらに有し、この場合、光量調整手段は、静止画像の記録のために、光量検出手段が検
出した動画像の観察時における照明光の光量とフリーズ光量との差分だけ、照明光の光量
を増加させる。
【００１１】
　また、電子内視鏡装置は、例えば、照明光の反射光を受光して画像信号を生成する撮像
素子と、画像信号に基づいて被写体の輝度を検出する輝度検出手段と、被写体の輝度に基
づいて、被写体に照射された照明光の光量を算出する光量算出手段とをさらに有し、この
場合、光量調整手段は、静止画像の記録のために、光量算出手段が算出した動画像の観察
時における照明光の光量とフリーズ光量との差分だけ、照明光の光量を増加させる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、照明光の光量を制御することにより、静止画像の記録時に十分な輝度
を確保するとともに、ハレーションの発生を防止可能な内視鏡用光源装置、及び電子内視
鏡装置を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の第１の実施形態を、図面を参照して説明する。図１は、電子内視鏡装置
のブロック図である。
【００１４】
　電子内視鏡装置１０は、患者の体腔内の撮影に用いられるビデオスコープ２０と、ビデ
オスコープ２０に照明光を供給するとともに、ビデオスコープ２０から送られてくる画像
信号を処理するプロセッサ３０とを備える。ビデオスコープ２０は、プロセッサ３０に着
脱自在に接続され、プロセッサ３０にはモニタ８０が接続されている。



(4) JP 4589706 B2 2010.12.1

10

20

30

40

50

【００１５】
　プロセッサ３０には、照明光を照射するキセノンランプ（図示せず）を内蔵した光源３
２と、光源３２に電流を供給する光源用電源３４等を含む光源装置が設けられている。光
源用電源３４は、光源点灯スイッチ（図示せず）が操作され、ＡＣ入力端子３６から電力
を供給されることにより、光源３２に電流を供給する。これにより、光源３２は、被写体
を照明するための照明光を出射する。光源３２から出射した照明光は、導光レンズ（図示
せず）と、網絞り駆動モータ４６によって駆動される網絞り３８と、ハーフミラー３５を
通過してライトガイド１２の入射端１２Ａに入射する。ライトガイド１２は、入射端１２
Ａから入射した照明光を観察部位のあるビデオスコープ２０の先端部へ伝達しており、ラ
イトガイド１２を通った照明光はライトガイド出射端１２Ｂから出射される。なお、照明
光の一部は、ハーフミラー３５によって反射されて光センサ３７に送られる。照明光の一
部を受光した光センサ３７は、ライトガイド入射端１２Ａに入射する照明光の光量を検出
して、光量データを制御回路５０に送信する。また、光源装置においては、光源３２を冷
却する光源用ファン４２、光源用電源３４等を冷却する電源用ファン４４が設けられてい
る。
【００１６】
　被写体である観察部位で反射した照明光は、対物レンズ（図示せず）及びカラーフィル
タ（図示せず）を通ってＣＣＤ２２に到達する。そして、光電変換により生じた、カラー
フィルタを通る色に応じた被写体像の画像信号を形成するための電荷が、ＣＣＤ２２の受
光面に蓄積される。ここでは、カラーテレビジョン方式としてＮＴＳＣ方式が適用されて
おり、ＣＣＤ２２において生成された画像信号は、１フィールド期間、すなわち１／６０
秒間隔ごとに順次読み出され、初期信号処理回路２４へ送られる。なお、静止画像の記録
には、電子シャッタが用いられるため、ＣＣＤ２２に蓄積される電荷の一部は掃き捨てら
れる。
【００１７】
　ビデオスコープ２０内には、ビデオスコープ２０全体を制御するスコープ制御部２６と
、ビデオスコープ２０の特性や信号処理に関するデータがあらかじめ記憶されたＥＥＰＲ
ＯＭ２８が設けられている。スコープ制御部２６は、初期信号処理回路２４に対して制御
信号を送るとともに、適宜ＥＥＰＲＯＭ２８からデータを読み出す。
【００１８】
　また、初期信号処理回路２４では、読み出された画像信号に増幅処理が施され、さらに
アナログ画像信号からデジタル画像信号に変換される。そして、ホワイトバランス調整な
ど様々な処理がデジタル画像信号に対して施され、輝度信号、色差信号が生成される。輝
度信号及び色差信号は、プロセッサ３０のプロセッサ信号処理回路４８へ送られ、ＮＴＳ
Ｃ信号などの映像信号に変換され、モニタ８０へ出力される。この結果、被写体像がモニ
タ８０に表示される。なお、初期信号処理回路２４で生成された輝度信号は、スコープ制
御部２６にも送信され、スコープ制御部２６は、輝度信号に基づいて、電子シャッタのシ
ャッタ速度を適当な値に定める。
【００１９】
　ビデオスコープ２０には、フリーズボタン２５が設けられている。ユーザが、フリーズ
ボタン２５を押下すると、静止画像を記録するためのトリガー信号が、スコープ制御部２
６を介してプロセッサ３０の制御回路５０に送信される。制御回路５０は、システム電源
５２により電源供給され、光源装置を含むプロセッサ３０全体を制御する。制御回路５０
がトリガー信号を受信すると、照明光の照射を制御するための信号を、光源用電源３４、
もしくは網絞り駆動モータ４６に送信する。この制御回路５０からの信号に基づいて、光
源用電源３４は、光源３２により出射される照明光の光強度を調整し、また、網絞り駆動
モータ４６及び網絞り３８は、網絞り３８を通過する照明光の光量を調整可能である。
【００２０】
　電子シャッタ機能による静止画像の記録において、シャッタ速度を速くしてぶれのない
画像を得るために、制御回路５０は、通常の動画像の観察時よりも照明光の光量を増加さ
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せる。制御回路５０には、静止画像の記録時に被写体に照射すべき照明光の光量であるフ
リーズ光量のデータが予め記憶されており、制御回路５０は、静止画像記録時に、照明光
の光量がフリーズ光量となるように光源用電源３４を制御する。ここで、制御回路５０は
、静止画像を記録するためのトリガー信号を受信すると、光源装置が、動画像を観察する
ためにトリガー信号の受信時において照射していた照明光の光量データを光センサ３７に
送信させ、この照明光の光量とフリーズ光量との差を算出する。そして、算出した光量差
に相当する分だけ、光源３２から出射される照明光の光強度を高めるために、光源用電源
３４に対して、光源３２に供給する電流量を増加させるように指示する指示信号を送る。
【００２１】
　このように、静止画像の記録時に、所定のフリーズ光量分だけ照明光が照射されるため
、必要以上に光量が増加することによるハレーションの発生や、ライトガイド出射端１２
Ｂにおける高温化が防止される。また、制御回路５０が、光源３２からの照明光の光強度
と、網絞り３８を通過する照明光の割合とから算出される光量ではなく、被写体に向けて
実際に照射されている照明光の光量に基づいて光量差を算出するため、正確な光量制御が
可能である。
【００２２】
　図２は、プロセッサ３０内の光源装置等の配置を上から見て概略的に示す図である。図
３は、プロセッサ３０の正面図であり、図４は、プロセッサ３０の背面図である。
【００２３】
　光源装置は、プロセッサ３０内の正面向かって左側に設けられている。そして、プロセ
ッサ３０の正面向かって右側には、プロセッサ信号処理回路４８と、制御回路５０とを有
する制御基板６０と、後述のＲＧＢコネクタ６４、Ｙ／Ｃコネクタ６６（図４参照）を介
して送られる信号を処理する回路を有する背面パネル基板６２とが配置されている。
【００２４】
　プロセッサ３０の正面３０Ｌには、輝度調整、ノイズリダクション等のためにユーザが
用いる操作パネル６８、ライトガイド１２のプロセッサ側端部１２Ｅと、ビデオスコープ
２０の電気端子を差込むためのスコープ差込口７０が設けられている（図３参照）。ユー
ザが、操作パネル６８を操作すると、操作に応じた所定の指示信号が制御回路５０に送信
され、輝度調整、ノイズリダクション等の処理が施される。一方、プロセッサ３０の背面
３０Ｒには、ＲＧＢコネクタ６４、Ｙ／Ｃコネクタ６６、及びＡＣ入力端子３６が設けら
れている（図４参照）。
【００２５】
　図５は、光源装置において、照明光の照射を制御する部材の配置を概略的に示す図であ
る。図６は、複数の開口を有する網絞り３８を示す図であり、図７は、網絞り３８の各開
口が通過させる照明光の光量の割合を示す図である。
【００２６】
　導光レンズ５４は、光源３２内のキセノンランプ３３から出射された照明光を、ライト
ガイド入射端１２Ａに導くために設けられており、導光レンズ５４の光軸と、照明光の光
路Ｌとは一致する。また、照明光の光路Ｌ上に配置されたハーフミラー３５は、照明光の
一部の光路を、光路Ｌに垂直な方向に変化させて光センサ３７に送る。網絞り３８は、円
板状の部材であり、網絞り駆動モータ４６によって、照明光の光路と平行な回転軸Ａを中
心に回転させられる。網絞り３８には、照明光の光路Ｌに平行な方向に沿って、照明光を
通過させるための第１～第１１開口３８Ａ～Ｋと、位置決め穴７４が設けられている（図
６参照）。そして、網絞り３８を外周付近で挟むように配置された絞り位置センサ７２が
、位置決め穴７４の位置を検出することにより、網絞り３８の回転位置を検出する。
【００２７】
　第１～第１１開口３８Ａ～Ｋが、入射する照明光の光量に対して通過させる照明光の光
量の割合（以下、開口率という）は全て異なっており（図７参照）、網絞り駆動モータ４
６は、適当な開口率を有する開口が、照明光が通過する位置（以下、通過位置という）に
あるように、制御回路５０の指示に基づいて網絞り３８を回転させる。光源装置の起動時
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には、位置決め穴７４の位置に基づいて、常に第３開口３８Ｃが通過位置にあるように網
絞り３８が回転され、通常は、第３開口３８Ｃが使用される。そして、使用する開口を変
更する場合、制御回路５０からの指示信号を受信した網絞り駆動モータ４６が、網絞り３
８を所定量だけ回転させることにより、適当な開口率を有する開口が通過位置に配置され
る。
【００２８】
　図８は、電子内視鏡装置１０による被写体観察ルーチンを示すフローチャートである。
【００２９】
　電子内視鏡装置１０の電源がオン状態になると、被写体観察ルーチンが開始する。ステ
ップＳ１では、光源装置が起動し、網絞り３８の位置が初期化される。すなわち、通常の
動画像観察に用いられる第３開口３８Ｃが通過位置に置かれ、ステップＳ２に進む。ステ
ップＳ２では、ビデオスコープ２０がプロセッサ３０に接続されたか否かが判断される。
ビデオスコープ２０がプロセッサ３０に接続されていた場合、ステップＳ３に進み、接続
されていなかった場合、ステップＳ２は繰り返される。
【００３０】
　ステップＳ３では、光源点灯スイッチがオンであるか否かが判断される。光源点灯スイ
ッチがオンであればステップＳ４に進み、光源点灯スイッチがオフであれば、ステップＳ
３は繰り返される。ステップＳ４では、制御回路５０が、光源用電源３４に対し、光源を
オンにするための光源オン信号を送信してステップＳ５に進む。ステップＳ５においては
、光源用電源３４が、光源３２を点灯させたことを示す点灯信号を制御回路５０に送信し
て、ステップＳ６に進む。ステップＳ６では、露出制御が行なわれる。すなわち、光源３
２の発光強度と網絞り３８の開口率が所定の値に定められるとともに、スコープ制御部２
６が、被写体の輝度を示す輝度信号に基づいて電子シャッタのシャッタ速度を決定して、
ステップＳ７に進む。
【００３１】
　ステップＳ７では、ユーザが、フリーズボタン２５を押下して、フリーズ要求、すなわ
ち静止画像を記録するように指示したか否かが判断される。ユーザが、フリーズ要求した
場合、ステップＳ８に進み、フリーズ要求をしなかった場合、ステップＳ９に進む。ステ
ップＳ８では、後述するように、電子シャッタ機能の高速シャッタにより静止画像が記録
される。
【００３２】
　ステップＳ９においては、ユーザが、操作パネル６８を操作したか否かが判断され、ユ
ーザが操作パネル６８を操作した場合、ステップＳ１０に進み、操作しなかった場合、ス
テップＳ１１に進む。ステップＳ１０では、操作パネル６８からの指示信号に基づいて、
制御回路５０等が所定の演算処理を施し、ステップＳ１１に進む。ステップＳ１１では、
ユーザが、光源点灯スイッチを再びオン状態となるように操作したか否かが判断され、再
度オン状態となるように操作された場合、ステップＳ１２に進み、再度オン状態となるよ
うに操作されなかった場合、ステップＳ７に戻る。ステップＳ１２では、制御回路５０が
、光源をオフにするための光源オフ信号を光源用電源３４に送信し、ステップＳ３に戻る
。
【００３３】
　図９は、静止画像記録時における、光量制御ルーチンを示すフローチャートである。図
１０は、静止画像記録時の光量制御を示すタイミングチャートである。
【００３４】
　光量制御ルーチンは、ユーザのフリーズ要求により開始する（図８のステップＳ７、Ｓ
８参照）。ステップＳ１３においては、ユーザがフリーズボタン２５を押下し、静止画像
を記録するためのトリガー信号ＴＳが制御回路５０に送信されて、ステップＳ１４に進む
。ステップＳ１４では、制御回路５０が、トリガー信号ＴＳの受信時に光源装置が照射し
ていた照明光の光量のデータを光センサ３７に送信させ、この照明光の光量とフリーズ光
量との差である光量差を算出し、ステップＳ１５に進む。ステップＳ１５において、制御
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回路５０は、光量差分だけ照明光の光量を増加させるために、光源３２が出射する照明光
の光強度を高めるように、光源用電源３４に対して指示信号を送り、ステップＳ１６に進
む。ステップＳ１６では、光源用電源３４が光源３２に供給する電流量を所定量だけ、例
えば、動画像の観察時の１５（Ａ）から２０（Ａ）まで増加し（図１０の時間Ｔ1）、ス
テップＳ１７に進む。この結果、光源３２から出射される照明光の光強度は高まり、被写
体に照射される照明光の光量がフリーズ光量となる。
【００３５】
　ステップＳ１７においては、被写体の輝度に基づいて、スコープ制御部２６が、電子シ
ャッタのシャッタ速度を適当な値に設定し終えたか否かが判断される。ここで、被写体に
照射される光量が、動画像の観察時よりも増加してフリーズ光量となっているため、スコ
ープ制御部２６は、電子シャッタのシャッタ速度を、動画像の観察時の値（例えば１／２
５０秒）から、フリーズ光量分だけの照明光が照射された被写体の輝度に適した値（例え
ば１／１０００秒）まで速める（図１０の時間Ｔ3）。ステップＳ１７で、このシャッタ
速度の変更が終了したと判断されるとステップＳ１８に進み、シャッタ速度の変更が未だ
終了していないと判断されると、ステップＳ１７は繰り返される。
【００３６】
　ステップＳ１８では、静止画像の画像データの取り込み、すなわち、ＣＣＤ２２におい
て生成された被写体像の画像信号に基づく輝度信号及び色差信号のプロセッサ信号処理回
路４８への送信が行われる。プロセッサ信号処理回路４８は、画像データの取り込み終了
を伝える信号を制御回路５０に送信し、ステップＳ１９に進む。ステップＳ１９では、画
像データの取り込み終了を伝える信号を受信した制御回路５０が、光源３２に供給する電
流量を減少させる指示信号を光源用電源３４に送信する。この結果、光源３２への電流量
が、再び通常の動画像観察時の値に戻り（図１０の時間Ｔ3）、光量制御ルーチンは終了
する。そして、以上のように、静止画像が記録されると、光源３２が出射する照明光の光
強度は通常の被写体観察時の値に戻るため、スコープ制御部２６は、電子シャッタのシャ
ッタ速度を動画像観察時の値に戻す（図１０の時間Ｔ4）。
【００３７】
　以上のように、本実施形態によれば、静止画像の記録のために最低限必要とされるフリ
ーズ光量分だけ照明光が照射されるため、ぶれのない鮮明な静止画像の記録を可能にしつ
つ、必要以上に光量が増加することによるハレーションの発生や、ビデオスコープ２０の
先端部の高温化が防止される。
【００３８】
　続いて、第２の実施形態における電子内視鏡装置１０について説明する。第２の実施形
態の電子内視鏡装置１０においては、ハーフミラー３５と光センサ３７が設けられておら
ず、制御回路５０に含まれる光量算出回路（図示せず）が、輝度信号に基づいて、被写体
に実際に照射された照明光の光量を算出する点のみが、第１の実施形態と異なる。すなわ
ち、制御回路５０は、光量算出回路が算出した実際の照明光の光量と、フリーズ光量との
差を算出し、光量差に相当する分だけ光量を増加させるように、光源用電源３４を制御す
る。そして、光源用電源３４が、光源３２に供給する電流量を所定量だけ増加することに
より、所定のフリーズ光量分だけ照明光が照射される。
【００３９】
　以上のように、本実施形態によれば、被写体に向けて照射される照明光の実際の光量を
検出する光センサ３７等を設けることなしに、静止画像の記録時に、十分な輝度を確保し
つつ、必要以上に光量が増加することを防止できる。
【００４０】
　制御回路５０は、動画像の観察時においては照明光の光量を制御せずに、静止画像の記
録時にのみ、フリーズ光量となるように照明光の光量を制御しても良い。また、電子シャ
ッタ機能による静止画像の記録時に、光源３２からの照明光の光強度を調整する代わりに
、網絞り３８を通過する照明光の光量を調整して、照明光の光量をフリーズ光量まで増加
させても良い。この場合、照明光の光強度を調整するための信号を光源用電源３４に送信
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する代わりに、所定の開口率を有する開口を選択するための信号を網絞り駆動モータ４６
に送信する。また、光源３２が出射する照明光の光強度と、網絞り３８を通過する照明光
の光量との両方を同時に調整しても良い。
【００４１】
　光源３２の種類は第１及び第２の実施形態に限定されず、ハロゲンランプ等が用いられ
ても良い。絞りについても、網絞り３８に限定されず、虹彩絞りを用いても良い。また、
光源３２に供給される電流量、網絞り３８の開口率、及び電子シャッタのシャッタ速度等
も本実施形態に限定されず、被写体観察の状況等に応じて調整される。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】第１の実施形態における電子内視鏡装置のブロック図である。
【図２】プロセッサ内における光源装置等の配置を上から見て概略的に示す図である。
【図３】プロセッサの正面図である。
【図４】プロセッサの背面図である。
【図５】光源装置において照明光の照射を制御する部材の配置を概略的に示す図である。
【図６】複数の開口を有する網絞りを示す図である。
【図７】網絞りの開口の開口率を示す図である。
【図８】被写体観察ルーチンを示すフローチャートである。
【図９】静止画像記録時の光量制御ルーチンを示すフローチャートである。
【図１０】静止画像記録時の光量制御を示すタイミングチャートである。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　電子内視鏡装置
　２０　ビデオスコープ
　２２　ＣＣＤ（撮像素子）
　２４　初期信号処理回路（輝度検出手段）
　３０　プロセッサ
　３２　光源
　３４　光源用電源（光量調整手段・電源）
　３５　ハーフミラー（分光手段）
　３７　光センサ（光量検出手段）
　５０　制御回路（光量調整手段・光量記憶手段・光量算出手段）
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